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い調査を実施した。調査期間は平成 27 年 10 月 15 日'"'-'27 日で、各学年の午前中の講義の前または後に
配布し、当日中に回収した。調査内容は、年齢、月経周期、月経時の症状、月経時の症状に対する対処
法等であった。月経周期は「常に順調J I時々乱れる J I常に不順」の 3件法で回答を得た。月経時の症
状は Menstrual Distres Questionaire (以下 MDQ) の 35 項目を用い、症状の有無を 6段階で尋ねた。
月経周期との関連を検討する際は 6段階のうち 1'"'-'3 に該当したものを障害なし、 4'"'-'6 に該当したもの
を障害ありとして分類した。データの集計及び統計解析は SA を用い、クラスカル・ウォリス検定と χ
2 検定により算出し、領域および因子ごとに比較した。 P 値は 0.5 未満を有意と判定した。
本研究は東京女子医科大学倫理委員会にて承認(承認番号 3612-R) を得て行われた。
【結果}
調査票の配布数は 602 通で、回収数は 421 通、回収率は 69.% 、解析対象数は 412 通で、あった。喫煙
者は 1% 、まったく運動しないものが 17.2% 、ほとんど毎日いい加減な食事をしているものが 6.3% で
あった。月経周期に関しては、 190 名 (46.1 出)が「常に順調」、 173 名 (42.0 話)が「時々乱れる」、 49
名(11. 9出)が「常に不順」で、あった。月経時の症状について MDQ の 35 項目のうち障害ありの割合が高
い項目は「下腹部が痛しリ、「腰が痛しリ、「疲れやすしリ、 f居眠りをしたり布団から起き出せなくなる」、
「勉強や仕事の能率が低下する」、「肌が荒れて吹き出物が出たりするJ、「イライラするん「気分が変わ
りやすしリ、「憂欝になる J I集中力低下J で、あった。月経周期と月経時の症状の関連は、「常に不順」と
答えた人は「時々乱れる」、「常に順調」と答えた人より有症状者の割合が多い傾向にあり、「居眠りを
したり布団から起き出せなくなるj と、「肌が荒れて吹き出物が出たりする」では 3 群聞に統計学的に、
有意な差が認められた。月経不順時の対応では、「時々乱れるJ 人では 60.7% 、「常に不順」な人でも
49.0% が何もしないと答えた。
【結語】
対象者の半数以上に月経周期の異常があり、月経周期が乱れているものほど痛みや精神的な症状が現
れやすいことが判明した。これは学業や私生活にも支障をきたすと考えられるため、月経について正し
い認識を持ち、適切に対処することが必要だと考えた。
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